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     算数の学習で説明する力を伸ばす基本形 

 全国学力・学習状況調査  「記述式」の調査問題の解答の基本形 

Ａ 事実を説明する場合 

Ｂ 方法を説明する場合 

Ｃ 理由を説明する場合 

 説明する対象を明らかにして 
 記述する。 

○自分の考えや解決方法を記 
 述する。他者の考え方や解 
 決方法を理解して記述する。 
○ある場面の解決方法を基に 
 別の場面の解決方法を考え 
 記述する。 

 「ＡだからＢとなる」のように、 
 Ａという理由及びＢという結論 
 を明確にして記述する。 



        Ａ  事実を説明する場合の例 

二等辺三角形を3つ使って正三角形ができることを、角の大きさを基
に、式の意味を記述する問題 （Ｈ28全国学力・学習状況調査 Ｂ５(1)） 

①説明する対象を明らかに 
  して，方針を明確にする。 
②取り出した情報を整理し  
  説明する。 
③答えにつながる計算や説 
  明を過不足なく行う。 
  

①私は，360と120の数の意味を明 
 らかにさせて360÷120の式を説 
 明しようと思います。 
 

②360は1回転した角の大きさです。 
 120はイの角の大きさです。 
 

③よって，360÷120は360°の角の 
 中に120°の角がいくつ入るかを 
 計算している式です。 

大分県正答率  6.3％ 
全国正答率  6.9％  



        Ｂ  方法を説明する場合の例 

①根拠となる考え方や解決 
  方法を示し，方針を明確 
  にする。 
②取り出した情報を整理し，   
  計算等を行う。 
③答えにつながる計算や 
 説明をする。 
④答えを導き出す。 

①新しくできた長方形の面積の増 
 減は，増えた部分と減った部分 
 の面積の差で求められます。 
 

②減った部分の面積は2×7=14で， 
 14cm2です。増えた部分の面積 
 は5×2=10で、10cm2です。 
 

③面積の差は，14－10＝4となり 
 ます。 
 

④だから，増えた部分の面積のほ 
 うが4cm2小さいです。 

正方形の縦を2cm短くし、横を2cm長くすると面積が4cm2小さくなる
ことの説明を記述する問題 （Ｈ28全国学力・学習状況調査 Ｂ１(2)） 



         Ｃ  理由を説明する場合の例 

①根拠となる考え方を示し、 
 方針を明確にする。 
②取り出した情報を整理し、  
 計算等を行う。 
③答えにつながる計算や 
 説明をする。 
④答えを導き出す。 

①私の考えは、厚紙の縦にかくこと 
 ができる正方形の個数を求めて、 
 横に入る正方形の数をかけると 
 求められると思います。 
 

②厚紙の縦の長さは39cmです。 
 正方形の1辺の長さが9cmだから、 
 39÷9=4あまり3で、正方形は縦に 
 4個かくことができます。 
 

③正方形は、縦に4個、横に6個か 
 くことができるので、４×６＝24で 
 

④24個かくことができます。 

縦が39cm、横が54cmの長方形の厚紙に、1辺が9cmの正方形を24
個かける理由を記述する問題（Ｈ28全国学力・学習状況調査 Ｂ3(2)） 

(横に入る正方形の数は問題文に記載されています) 



    数学の学習で説明する力を伸ばす基本形 

 全国学力・学習状況調査  「記述式」の調査問題の解答の基本形 

Ａ 事実を説明する場合 

Ｂ 方法を説明する場合 

Ｃ 理由を説明する場合 

 ○○ならば（○○のとき）△△ 
 である。 
 「前提○○」と「結論△△」の 
 両方を記述する。 

 何をどのように用いて解決す 
 るか、「用いるもの」と「用い方」 
 を記述する。 

 ○○であるから△△である。 
 「根拠○○」と「成り立つ事柄 
 △△」の両方を記述する。 



        Ａ  事実を説明する場合の例 

連続する５つの整数の和がどんな数になるか「～は，・・・・である。」
という形で記述する問題 （Ｈ27全国学力・学習状況調査 Ｂ２(3)） 

①新たな条件から方針を明 
  確にする。 
②変わる部分と変わらない 
    部分を整理し、計算等を 
    行う。 
③答えにつながる計算や説 
    明をする。 
④答えを導き出す。 
  

①５つの整数のうち最も小さい整 
 数をｎとすると，連続する５つの 
 整数は、ｎ、ｎ＋1、ｎ＋2、ｎ＋3、 
 ｎ＋4と表される。 
②連続する５つの整数の和は， 
 ｎ＋（ｎ＋１）＋（ｎ＋２）＋（ｎ＋３） 

 ＋（ｎ＋４） になる。 
③この式をまとめて 
  ５ｎ＋10＝５（ｎ＋２） 
  ｎ＋２は中央の整数なので 
④連続する５つの整数の和は， 
  中央の数の５倍である。 



        Ｂ  方法を説明する場合の例 

①表・式・グラフ等の中から 
    用いるものを明確にする。 
 
②用いるものをもとに方針 
     を立て、分析する。 
 
③用い方を説明する。 
  

①用いるものは手順通りに求めた 

  数５𝒂＋10 です。 
 
② ５𝒂＋10から𝒂を求める方法を 
  考えます。 

   ５𝒂＋10 は， 𝒂 を5倍して10を  
  たした数です。 
 
③ 最初に決めた数𝒂は、手順通り 
   に求めた数から10を ひいて5で 
   われば求められます。 

手順通りに求めた数から，最初に決めた数を求める方法を記述する
問題 （Ｈ28全国学力・学習状況調査 Ｂ６(2)） 



       Ｃ  理由を説明する場合の例 

①根拠となる表・式・グラフ 
    を選択し、方針を明確に 
    する。 
②取り出した情報を整理し 
    計算等を行う。 
③答えにつながる計算や説 
    明をする。 
④答え（結論）を導き出す。 
  

①進行表からできた式 
   ３𝒂＋𝟒𝒃＋𝟐𝒄＝60 を利用し、 
  試合時間𝒂 の値を求めます。 
②𝒃＝５，𝒄＝６を代入する。 
③ ３𝒂＋𝟒 × 𝟓＋𝟐 × 𝟔＝60 
       ３𝒂＋20＋12＝60 
                     ３𝒂＝28 

                                        𝒂＝
𝟐𝟖

𝟑
 

④𝒂の値が10より小さいことから、 
  試合時間は10分とることはでき 
    ない。 

３𝒂＋𝟒𝒃＋𝟐𝒄＝60の式をもとに，１試合の時間を10分とることができ
るか，その理由を記述する問題（Ｈ28全国学力・学習状況調査 Ｂ１(3)） 


